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創業者支援補助事業補助金審査委員会について 

 

１ 経緯等 

 創業者支援補助事業補助金については、例年 4～5 件の申請があり、１次募集、２次募集を 

もって終了していたが、令和６年度は創業者支援に対する相談者が 13 件と多く、予算を補正 

し、３次募集を行った。 

３次募集の実施にあたり、市商工業振興協議会等において、審査の公平性、補助金の適格性 

の確保に対する意見があったことから、３次募集において加東市商工業及び観光事業推進費 

補助金（創業者支援補助事業）審査委員会設置要綱を制定のうえ、加東市創業者支援補助事業 

補助金審査委員会（以下「審査委員会」という。）により、書類審査を行った。 

令和７年度は、令和６年度に実施した結果を踏まえ、市商工会職員の委員の追加、プレゼン 

テーション方式を追加するなど、委員構成と審査方法の見直しを行ったうえで、審査委員会 

による審査を継続する。 

また、審査委員会委員報酬を加東市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例に定 

め、各委員にそれぞれの専門的見地から審査いただき、創業者支援に取り組む。 

   

２ 結論 

  (1) 加東市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する。 

   ①加東市創業者支援補助事業補助金審査委員会 

    ・委員 日額 8,000 円 

   ②識見を有する委員による事前評価  

    ・識見を有する委員 時間額 4,000 円 

 

３ 概要 

  (1)審査委員会の内容について 

   ①審査委員会委員(案) 

    委員数 5 名（＊委嘱期間は、委嘱日から当該年度末まで） 

   ・加東市商工業振興協議会の委員 

   ・加東市商工会職員（市内の中小企業者に精通している者）（経営指導員） 

   ・金融機関職員 

   ・識見を有する者（中小企業診断士） 

    ・市職員（産業振興部） 

   ②審査内容 
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    ・１次審査（資格審査） 書面による事業計画書の審査 

    ・２次審査（内容審査） プレゼンテーション方式による計画内容の評価 

    ※評価項目 

     ・実現可能性、継続性、成長性、収益性、地域性、新規性、独創性 

 

  (2)審査委員会開催回数 

   ①年 2 回（9 月、12 月を予定） 

 

  (3)審査委員会委員報酬、費用弁償 

   ①報酬額 

    概算額 96,000 円 

    ・加東市商工業振興協議会委員 日額 8,000 円×2 回 

  ・加東市商工会職員      日額 8,000 円×2 回 

  ・金融機関職員        日額 8,000 円×2 回 

  ・識見を有する者（中小企業診断士） 日額 8,000 円×2 回 

                    +16,000 円(4 時間) ×2 回 

    ・市職員                －円 

    ※識見を有する者（中小企業診断士）の報酬額の算出根拠 

事前準備 各申請者提出資料の事前評価の作成（3時間） 

審査会前 
他の委員に対する、評価に関する注意点・評価ポイント

などの共有・解説（0.5 時間） 

審査会 プレゼンテーション 

審査会後 審査会全体の総評（0.5 時間） 

     ※中小企業診断士は、法律上の国家資格で経済産業大臣が登録した者で、 

      経営資源に関し適切な経営の診断及び経営に関する助言を行うとともに、 

      企業、行政、金融機関等とのパイプ役、企業への施策の適切な活用支援 

      が任務である。 

   ②費用弁償 

    概算額 12,000 円 

  ・金融機関職員  日本政策金融公庫明石支店職員を想定 

           明石支店（明石市内）⇔加東市役所：往復 2,500 円×2 回 

  ・識見を有する者 中小企業診断士を想定 
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           事務所（神戸市内）⇔加東市役所：往復 3,500 円×2 回 

 

  (4)条例上程予定 

    ６月議会定例会 

 

４ 参考 

  (1)創業者支援補助事業補助金の交付状況  

  令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 合計 

申請者数（件） 5 4 13 22 

補助件数（件） 5 4 11 20 

補助金額（千円） 3,533 2,581 8,544 14,658 

    ※令和 6 年度の申請者数と補助件数との差異（2件）は、審査の結果、補助決定基準点 

数を下回ったため。 

 

  (2)令和７年度創業者支援補助事業のスケジュール  

6 月 審査委員会委員の委嘱 

7 月 創業支援事業補助金（1次公募）開始 

8 月 創業支援事業補助金（1次公募）終了 

9 月 創業支援事業補助金 1次公募分審査 

 ⇒交付決定者に補助金申請手続き案内 

10 月 創業支援事業補助金（2次公募）開始 

11 月 創業支援事業補助金（2次公募）終了 

12 月 創業支援事業補助金 2次公募分審査 

 ⇒交付決定者に補助金申請手続き案内 

      ※1 次公募、2 次公募に分ける理由 

…市商工会が実施する創業塾の実施時期が夏（7.8 月）と冬（1.2 月）の 2 回 

あり、この創業塾の修了証書を補助金申請の資格要件の一つにしているこ 

とからである。 

 


